
2.水 穂箱育苗にあヽける移植前施組の効果について

1  背 景と特徴       ―
: 抜

議移花栽培に■ける″新生吉の1良化は、安定稲作の家ていである。こ:のため移柏前5日頃の

‐箱追肥、代かき後の表 施 肥、本田初:鋭の活着肥、板合臼植機による局所施肥など、いずれも苗

またな根圏の室蒸濃度を高めることによって活着をよくし、初期性育の良化をはかってきた。し

|      ‐     !

かtンヽ いずれも作業上の厚雑さや、効果の点で必ずしもお足すべとものとはい.宅なかった。

こうしたことから、衡負でかつ効果的方法とtノて尿素 。硫安の移植直前多量施用を試みたとこ

う、換買障害が4く 、活着、初城庄有
tの促進がみられ、かつ作其的にも的使であるので、普及指

導上の参考に供したい。

た 技 術 内容

Q)尿 蒸10'や 121α (鶏当り)を、移拒当日均‐に散布する。

0 散 布前の土穀水分は、肥料の准子が崩狭しやすい程度あ通湿が望ましいが、散布後のr堪水ギ

必要としない。                        '

む 普 及上 の習 意 点

(め 多 畳萩布、無|ャだ水であるので均二散布がより大切であるから、柱HIJ散布禄等の利用が望まtノ

しヽ。

(D 散 布後の俊魔障害による弾先枯4は 、 2～ 3日 後にみられるが、当日移植を前提とし、安全

1生からみて泉素によ定する。

11(D 肥料の脱溶をふせぐためヽ肥料の粒子が水分によって崩壊、映着される時間が必要である。

(通湿で30分 ぐらい )

(0 ]多植後は入水を早めることが望吉tノいo

4  試 をえ成績 の概 要

(D 試 験 謀 趣 名   水 稲箱育きになける移植直前施肥に関する試族 (予 赫)   |'

(D 試 妖年次及び場所   ば 和 52年 (5月 、 11月 ) ′ 装試県再分場

(〕 試 静 ミ 方  法    品 枢:ナナ手シキ 育 苗法:稚苗 180舛よ NP【 各2夕、無追ると、21日密

(' 試  挟  結  果
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]五拠州

試験I 移 植直前硫夕施用と活差との関係(5_L198確 、10日 後調査)

区 名

雛隅歴麟‖掛増轡格劉盤隅劉_銚盤1_劉
的 1区 は機械の前節上深植のため、出要はとわめて悲い。P宇 6区 は同す条件

考 察

マノト下ほ舶着系 80%ぐ らいと思われるが、作業過程における脱落もあって効果,ま鞠特

したなどではなく、また作業的にも煩権て普及性に乏 t′い。

しか|ンマット上は附着効率 よく、かつ作業的に も商優で活着促走効果が大でめ″急。童的に

は40夕 区r/p草丈にみられるように成分 8″ /″結ては決度庫筈に よる枯抹がチられネot、

山形農試が示しているように (S. 49)成 分5夕/箱 が張度と考えられる合

マットを6夕区は移植核2t,日にないても業飾増カロは順調で、一見t′てゎから住ご生育が

4にかった。な持、 マット_上■0夕 区は粘葉が多いばか りでなく、出来 も変則的であったので

濃笈た害は一時的なものではないことが句われた。

試験 H 移 植直前施肥の肥料物善と活港 との関係 (11月 ■日植 8ぼ 復調査 )
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131尿 素 9 114.71

伊t武」の条件

革 丈 1 ■. 2 御
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考 察   -                      1

活着tモ進効果は試敏 1と同じように顕者であり、革丈 。業齢の増大が大てあった。根長 う

根数は試験 Iとlrt逆に施肥によ・って減少したが、これは トンネル被覆であったこと、気温が

春とは逆に捧温過程にあったことにより、十日検の活動に差異が生じたためである。

乾物量は手植区で明らかに力1犯効果が認められ、特に地下部でその傾向が顕著である。こ

のこと|ま移植時の根の損傷程度とIH根の活動の関係を示tノているとみられる。

稲体のN濃度は施肥により高まり、増量効果はN濃度ぼかりでなくヽ 葉締 。
内乾重でも詔

められ山形良試つ示している成分5夕/箱 と大体一致している。

肥料形態は棄肺 ・根長 。根数 ・N潰 すでは硫安>尿 素の簡向があるが、立物重はRよ >硫

安の毎i向がある。しかし、濃度静等の経時変化をみると、■空では翌日すでにかな'どユくう

らわれるCに 反し、妖素では3日 日になって抜見される'翌度でうったので、安全仕つ面から

妖素が望tし い。

一つ 残 された 問題 点

育荷母サ門中の追肥の有無と効果との関係

首貿低下首への施用、散布後の不良条件下 (弦風など)の放置などに対する求討|

つ

　

９

つY てヽ

1  肯 景 とお柱i

近年、小ナ1つ虫結本向上 と大文の飼料化手に よる友装のjl直じ論が現起されている。将神 20年

～30年 代の妹中北子わにおける人チは岩手大麦 1号 など耐栞Li●,Jい古itl貨に快られ、それ らの品糧

に脚 触 とが弱く、 ド リルを さや全眉増 き裁時に追さなかった。昭ウi'10年 代に入って全膳踏き用

とt′て、ハニんけい表が焼 )あ げられ、東に幡オ輸50年 度には耐共t。職倒状i生品捜 として ミユキオオ

と、ギが装駒品粒に,も入ざかた。本正:在について全聴括 き枚堵に対ける指種排 摘1重宝挙について若

干の知見を得たので参考に供したい。
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